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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｎ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
４
４
７
Ｈ

【
作
者
名
】

　
ｂ
ｕ
ｂ
ｕ
ｒ
ｏ

【
あ
ら
す
じ
】

　
面
白
い
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ｗ
。
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第
１
話
「
オ
ヤ
ジ
の
発
明
品
。
」

～
第
１
話
～

「
な
ん
で
だ
よ
・
・
・
。
オ
ヤ
ジ
・
・
・
・
。
な
ん
で
死
ん
じ
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
・

・
・
。
」

こ
の
少
年
、
赤
田
・
要
一
１
２
歳
。
た
っ
た
今
あ
る
事
件
に
ま
き
こ
ま
れ
た
。

７
月
中
旬
、
夏
休
み
の
最
中
に
・
・
・
。

～
１
週
間
前
。
～

「
お
い
・
・
。
オ
ヤ
ジ
・
・
。
」
要
一
は
呆
れ
顔
で
オ
ヤ
ジ
を
呼
ぶ
。

「
ほ
ら
！
。
見
ろ
！
！
。
で
き
た
ぞ
！
！
。
要
一
！
！
。
」
オ
ヤ
ジ
は
要
一
の

言
葉
も
聞
か
ず
に
、
う
れ
し
そ
う
に

う
き
う
き
し
て
い
る
。

「
だ
か
ら
さ
・
・
・
。
オ
ヤ
ジ
・
・
・
。
」

「
う
わ
ー
！
。
す
ご
い
ぞ
！
。
こ
り
ゃ
！
！
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
も
ん
だ
ぜ
！
！
。
」

「
あ
の
さ
・
・
・
。
オ
ヤ
ジ
・
・
。
こ
ん
な
ヘ
ン
テ
コ
靴
で
何
が
出
来
ん
の
？
。

」「
ん
？
。
こ
れ
か
？
。
こ
の

「
ハ
イ
パ
ー
サ
タ
ー
ン
ミ
ラ
ク
ル
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ラ
ク
ル
ス
ニ
ー
カ
ー
」

は
な
・
・

何
と
！
！
。
こ
の
靴
を
履
い
て
、
こ
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
だ
け
で
・
・
・
。
」

「
何
だ
よ
。
そ
の
長
い
名
前
。
し
か
も
、
ミ
ラ
ク
ル
っ
て
二
回
言
っ
て
ん
じ
ゃ

ね
え
か
！
！
。
」
と
、
鋭
い
ツ
ッ
コ
ミ

を
入
れ
、
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「
あ
の
な
。
毎
回
こ
ん
な
変
な
発
明
品
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
だ
の
、
な
ん
だ
の
取
れ

な
い
の
！
！
。
」
要
一
は

ダ
メ
ダ
メ
発
明
家
の
オ
ヤ
ジ
に
毎
度
の
よ
う
に
ダ
メ
だ
し
を
し
た
。

「
で
？
。
今
日
来
る
２
，
３
年
に
１
回
の
オ
ヤ
ジ
の
発
明
品
が
欲
し
い
っ
て
い

う
お
客
さ
ん
い
つ
来
る
の
？
。
」

「
な
ん
だ
よ
。
２
，
３
年
に
一
回
て
・
・
。
１
年
に
１
回
は
来
と
る
わ
！
！
。

ま
っ
、
ま
あ
い
い
・
・
。

え
っ
と
、
た
し
か
、
後
２
時
間
く
ら
い
で
来
る
ぞ
。
」

「
ふ
ー
ん
・
・
・
。
じ
ゃ
っ
、
俺
は
こ
ん
な
ち
ん
け
な
発
明
所
じ
ゃ
な
く
て
、

家
に
戻
っ
て
る
わ
。
」

「
あ
あ
。
」

こ
の
言
葉
が
オ
ヤ
ジ
と
僕
が
最
後
に
喋
っ
た
一
言
だ
っ
た
。

～
次
回
へ
続
く
。
～
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第
２
話
「
救
急
車
。
」

 
　
～
第
２
話
「
救
急
車
。
」
～

そ
し
て
、
あ
の
後
、
俺
は
一
旦
、
家
に
戻
っ
た
。
そ
の
直
後
の
事
だ
っ
た
。

「
う
あ
あ
あ
あ
！
！
。
」

オ
ヤ
ジ
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
た
の
で
、
何
事
か
と
思
い
、
発
明
所
へ
す
ぐ
に
向
か

っ
た
。

「
オ
ッ
、
オ
ヤ
ジ
！
！
。
」
そ
の
場
で
見
た
も
の
は
オ
ヤ
ジ
が
血
ま
み
れ
に
な

っ
て
い
る
姿
だ
っ
た
。

「
よ
っ
、
・
・
・
・
要
一
・
・
・
。
」
虫
の
息
で
オ
ヤ
ジ
は
苦
し
そ
う
に
つ
ぶ

や
い
て
い
る
。

「
オ
ヤ
ジ
！
！
。
し
ゃ
っ
、
喋
ん
な
！
！
。
死
ぬ
の
が
速
く
な
る
っ
て
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
！
！
。
と
に
か
く
、

救
急
車
を
は
や
っ
・
・
・
。
」

「
シ
ュ
キ
ン
ッ
！
！
！
。
」
近
く
で
刀
を
抜
く
音
が
聞
こ
え
た
。

「
な
っ
・
・
・
！
。
」
要
一
は
驚
い
て
後
ろ
を
振
り
向
い
た
。

そ
こ
に
は
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
た
左
目
に
眼
帯
を
し
た
男
が
刀
を
持
っ
て
立
っ
て

い
た
。
こ
の
男
が
オ
ヤ
ジ
を
刺
し
た
の
だ
ろ
う
。

「
お
い
。
小
僧
。
勝
手
な
ま
ね
し
て
ん
じ
ゃ
ね
ぞ
。
救
急
車
な
ん
か
呼
ん
だ
ら

お
前
ら
二
人
と
も
仲
良
く
天
国
だ
。
」

眼
帯
男
が
言
う
。

「
く
っ
・
・
・
！
。
」
要
一
は
、
仕
方
な
く
救
急
車
を
呼
ぶ
の
を
諦
め
た
。

「
く
そ
・
・
・
。
救
急
車
呼
べ
な
き
ゃ
オ
ヤ
ジ
が
死
ん
じ
ま
う
・
・
・
。
そ
の

前
に
ま
ず
は
こ
い
つ
誰
な
ん
だ
？
。
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何
の
た
め
に
呼
ば
せ
な
い
ん
だ
？
。
」
要
一
は
心
の
中
で
つ
ぶ
や
い
た
。

「
ま
っ
、
オ
ヤ
ジ
が
死
ぬ
の
を
待
つ
し
か
ね
え
な
。
小
僧
。
へ
っ
、
こ
ん
な
変

な
ガ
ラ
ク
タ
し
か
作
れ
ね
え
や
つ
の
た
め

に
よ
く
救
急
車
を
呼
ぶ
気
に
な
る
な
。
」
そ
う
言
っ
た
瞬
間
、
要
一
は
思
い
つ

い
た
。

オ
ヤ
ジ
を
助
け
る
方
法
を
。

～
第
３
話
に
続
く
。
～
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第
３
話
「
オ
ヤ
ジ
の
死
。
」

　
　
～
第
３
話

「
オ
ヤ
ジ
の
死
。
」
～

「
さ
あ
て
、
ど
う
す
っ
か
な
。
こ
の
ポ
ン
コ
ツ
機
械
。
」
眼
帯
男
は
ガ
ラ
ク
タ

を
見
る
眼
で
オ
ヤ
ジ
の
発
明
品
を

見
て
言
っ
た
。

「
な
あ
、
眼
帯
の
お
っ
さ
ん
。
何
が
目
的
で
オ
ヤ
ジ
を
刺
し
た
ん
だ
？
。
」
俺

は
オ
ヤ
ジ
を
助
け
た
い
思
い
を

抑
え
、
冷
静
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
言
い
方
で
言
っ
た
。

「
・
・
・
、
お
前
、
さ
っ
き
ま
で
す
ご
い
焦
っ
て
た
の
に
今
は
な
ん
で
そ
ん
な

冷
静
な
ん
だ
？
。
・
・
・
・
・

ま
あ
、
い
い
・
・
・
。
そ
れ
で
？
、
何
で
刺
し
た
か
っ
て
か
？
。
そ
れ
は
な
、

あ
る
人
に
お
前
の
オ
ヤ
ジ
を

殺
せ
っ
て
頼
ま
れ
た
ん
だ
よ
。
」
こ
の
言
葉
か
ら
も
眼
帯
男
は
殺
し
屋
ら
し
い
。

「
へ
え
・
・
・
。
誰
が
そ
ん
な
事
を
？
。
」
俺
は
正
直
、
そ
ん
な
事
は
ど
う
で

も
良
か
っ
た
。
し
か
し
、

オ
ヤ
ジ
を
助
け
る
た
め
に
は
こ
の
男
を
油
断
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

「
ふ
ん
。
そ
こ
ま
で
は
言
え
ね
え
な
。
何
で
お
前
の
オ
ヤ
ジ
を
殺
す
の
を
頼
ま

れ
た
っ
て
の
は
と
に
か
く

そ
の
人
が
お
前
の
オ
ヤ
ジ
を
憎
ん
で
た
ん
じ
ゃ
ね
え
の
か
？
。
」
眼
帯
男
が
言

い
終
わ
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

俺
は
、
眼
帯
男
に
隠
れ
て
履
こ
う
と
し
て
い
た

「
ハ
イ
パ
ー
サ
タ
ー
ン
ミ
ラ
ク
ル
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ラ
ク
ル
ス
ニ
ー
カ
ー
」

を
履
き
終
わ
っ
た
。

こ
の
靴
は
ど
ん
な
性
能
か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
今
使
え
る
物
は
こ
れ
し
か
な

く
、
一
か
八
か
だ
っ
た
。
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も
し
か
し
た
ら
逃
げ
出
せ
る
よ
う
に
ジ
ェ
ッ
ト
で
も
付
い
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。

そ
れ
な
ら
オ
ヤ
ジ
を
連
れ
て
逃
げ
出
せ
る
。
と
い
う
考
え
も
あ
り
、
こ
う
し
て

み
た
の
だ
。

「
よ
っ
・
・
・
よ
う
・
・
・
い
・
・
ち
・
・
」
そ
ん
な
事
を
思
っ
て
い
た
時
、

オ
ヤ
ジ
の
声
が
し
た
。

「
オ
ッ
、
オ
ヤ
ジ
！
。
だ
か
ら
、
喋
ん
な
！
！
。
」
俺
は
感
情
が
む
き
出
し
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
よ
・
・
・
う
・
・
・
い
ち
・
・
・
・
・
も
・
・
う
・
・
・
い
い
・
・
・
、
お

れ
は
・
・
・
も
う
・
・
・
し
・
・
・
」

そ
の
瞬
間
、
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。
オ
ヤ
ジ
の
鼓
動
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
オ
ヤ
ジ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
。
」
俺
は
も
の
す
ご
い
大
声
で
叫
ん
だ
。

オ
ヤ
ジ
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
俺
の
せ
い
で
。
そ
ん
な
事
を
頭
の
中
で
何
度
も

考
え
て
い
た
。

し
か
し
、
ず
っ
と
そ
う
も
い
ら
れ
な
い
。

「
お
い
。
や
っ
ぱ
オ
ヤ
ジ
が
死
ん
で
悲
し
か
っ
た
の
か
。
小
僧
。
ふ
ん
・
・
・
。

じ
ゃ
あ
な
・
・
・
。
俺
の
仕
事
は

も
う
終
わ
っ
た
。
」
眼
帯
男
は
後
ろ
を
向
い
て
歩
き
出
そ
う
と
し
た
。

「
ギ
ュ
イ
ー
ン
・
・
・
。
ギ
ュ
イ
ー
ン
・
・
・
。
ギ
ュ
イ
ー
ン
！
！
！
！
。
」

す
ご
い
動
作
音
が
鳴
り
始
め
た
。

そ
う
、
ハ
イ
パ
ー
サ
タ
ー
ン
ミ
ラ
ク
ル
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ラ
ク
ル
ス
ニ
ー

カ
ー
の
動
作
音
で
あ
る
。
俺
は

考
え
る
前
に
言
葉
に
出
た
。

「
お
い
・
・
・
。
お
っ
さ
ん
・
・
・
。
逃
げ
ん
な
よ
・
・
・
。
・
・
・
・
来
い

！
！
！
。
」

俺
の
周
り
は
赤
色
の
何
か
に
包
ま
れ
て
い
た
。

～
第
４
話
に
続
く
。
～
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第
４
話
「
佐
山
栄
治
。
」

　
　
　
～
第
４
話

「
佐
山
栄
治
。
」
～

「
赤
い
・
・
・
・
オ
ー
ラ
・
・
・
・
？
。
」
要
一
は
何
が
な
ん
だ
か
分
か
ら
な

い
。

し
か
し
、
こ
の
ス
ニ
ー
カ
ー
、
見
た
目
か
ら
な
に
か
ら
履
い
た
後
の
方
が
強
そ

う
だ
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ま
ず
、
こ
の
赤
い
オ
ー
ラ
。
そ
し
て
、
な
ん
と
、
要
一
は

ス
ニ
ー
カ
ー
に
あ
る
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
こ
と

に
よ
り
、
空
が
飛
べ
る
の
だ
。
ス
ニ
ー
カ
ー
の
底
に
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
付
い
て
い

る
わ
け
で
も
な
ん
で
も
無
い
。

し
か
し
、
な
ぜ
か
宙
に
浮
い
て
い
る
。
こ
れ
が
こ
の
ス
ニ
ー
カ
ー
の
一
番
す
ご

い
所
だ
。

「
お
っ
、
お
前
・
・
・
ま
さ
か
・
・
・
！
。
」
眼
帯
男
は
、
ス
ニ
ー
カ
ー
を
履

い
た
要
一
を
見
て
驚
い
た
。

「
課
羅
句
利
＜
カ
ラ
ク
リ
＞
使
い
か
！
？
。
」
眼
帯
男
が
驚
き
を
隠
せ
ず
に
声

を
発
す
る
。

「
・
・
・
か
ら
く
り
使
い
・
・
・
？
・
・
・
。
」
要
一
は
何
の
事
か
さ
っ
ぱ
り

分
か
ら
な
い
。

眼
帯
男
は
今
ま
で
の
態
度
が
う
そ
の
よ
う
に

「
・
・
・
そ
う
か
・
・
・
。
お
前
み
た
い
な
小
僧
は
本
当
は
ど
う
で
も

い
い
ん
だ
が
・
・
・
・
。
仕
方
な
い
・
・
・
・
。
・
・
・
・
・
お
い
・
・
・
・

小
僧
・
・
・
。
」
眼
帯
男
は
、

小
さ
い
声
で
言
っ
た
。
そ
し
て
、
眼
帯
男
は
刀
を
抜
き
、
何
か
の
ス
イ
ッ
チ
を

押
し
た
。

「
ウ
ィ
ー
ン
・
・
・
。
ウ
ィ
ー
ン
・
・
・
ウ
ィ
ー
ン
！
！
。
」
眼
帯
男
の
刀
か

ら
も
要
一
の
ス
ニ
ー
カ
ー
の
よ
う
な
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動
作
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。

「
な
ん
だ
・
・
・
。
お
っ
さ
ん
・
・
・
。
ア
ン
タ
も
こ
の
ス
ニ
ー
カ
ー
み
た
い

な
の
を
持
っ
て
た
の
か
・
・
・
。

・
・
・
で
も
、
そ
っ
ち
の
方
が
俺
も
、
ア
ン
タ
と
対
等
の
力
で
正
々
堂
々
オ
ヤ

ジ
の
仇
を
討
て
る
よ
・
・
・
・
。
」

ス
ニ
ー
カ
ー
を
履
い
た
後
の
要
一
は
な
ぜ
か
物
静
か
だ
っ
た
。
こ
れ
も
ス
ニ
ー

カ
ー
が
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

「
へ
っ
・
・
・
！
。
課
羅
句
利
を
使
っ
て
る
状
態
の
俺
に
そ
ん
な
口
を
叩
け
る

の
も
今
の
内
だ
・
・
・
！
！
。
」

「
・
・
・
。
そ
れ
と
、
最
期
に
俺
の
名
前
を
聞
か
せ
て
や
る
・
・
・
。
俺
の
名

は
・
・
・

「
佐
山
栄
治
」
。
」

眼
帯
男
が
自
分
の
名
を
明
か
し
た
。

「
・
・
・
。
俺
の
名
は
・
・
・

「
赤
田
要
一
」
。
」
と
、
す
か
さ
ず
要
一
も
名
を
言
っ
た
。

そ
う
し
て
、
要
一
と
栄
治
の
戦
い
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

～
次
回
に
続
く
。
～
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ＲＥＤＭＡＮ
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